
染野製作所の耐震天井に対する考え方・設計法 

 

染野 ES 天井等の商品ラインアップ 

染野製作所では、天井の耐震化手法を大きく３つの方針でとらえています。 

一つは、告示第７７１号に代表される、ブレースを用いた「吊天井の耐震化」。 

もう一つは、「特定天井」の対象外となるほど性能信頼性が高い「ぶどう棚直貼り」。 

さして最後に、「梁要素を用いて直接的に躯体に地震力を伝える工法」の３つです。 

それに応じて、ES 耐震天井をはじめとする商品を様々ラインナップしました。 

 

 

 

また、軒天井は毎年台風などの強風時で損傷、脱落被害が生じている部位です。サッシやガラ

スは、必ず耐風圧設計を行い、実大の耐風圧試験を行って安全性を確認しています。なぜ軒天

井はそれをしなかったのでしょうか？染野製作所は今後、工学的に検討された耐風圧設計を

軒天井に反映します。また、設計風圧力の設定が難しい部位でもありますので、風圧力算定の

お手伝いも実施いたします。さらに、近日、CW 耐風圧試験装置を使って耐風圧試験を行う予

定です。この結果は、早期に HP 等で公開をしてまいります。 

さらにプールや浴場に使用できる高耐久仕様の天井下地や天井材、建物資産価値を高めるた

めの木や金属、あかり、膜、日よけ（ファーリング）なども、専門メーカーとコラボレーションして

提供することとしました。 



 

 

既存天井の耐震診断も、パノラマ高画質撮影やマイクロドローン技術を駆使して、調査時間を

ものの数十分から数時間に短縮し、診断から改修提案、見積、施工まで一貫してコンサルを実

施いたします。 

 

 

 



染野製作所の耐震天井の類稀な性能 

染野製作所が提案する耐震天井は、 

① 特定天井もその他の一般の天井も、同じ性能、耐震の考え方で提供します。 

② それを、画期的な単純明快な仕様でご提供します。部品点数も従来の半分で、コストも抑え

ることができました。 

③ この天井は、熟練工でなくとも簡単に施工でき、そして性能を発揮します。容易に複数の技

術者が、現場でその施工を管理できるため、品質安定性が高まります。 

 

 

 

染野製作所では、天井固有周期０．１秒以下の“剛”な天井とし、ブレース負担面積を３０㎡を基

本とします。その際、告示に従って天井周囲のクリアランスを設定することができます。一般的

な天井での計算では、１０㎜～１５㎜程度のクリアランスで耐震性を発揮します。これは、市場に

売られている耐震天井シリーズの中で、国内初の画期的な商材であると自負しております。 

そのうえ、天井下地の施工速度は、通常の JIS 材による耐震天井の１．５倍を誇ります。 



 

 

JIS 材の天井は、重たい石膏ボードに対し焚火のやぐらを組むように X、Y 方向の下地材を、

軟質なクリップやハンガーなどで組み立てます。自重を支える接合部は、摩擦と、脆弱な部材

の曲げ耐力だけで構成されており、力が加わると容易にずれてしまうような構成です。 

これを耐震化するには、大小さまざまな補強を、すべての接合部や脆弱部位に施す必要があり、

そもそも構成している材料が薄板の軽量鉄骨下地材のため、限界の耐力が低く、一定以上の

耐震性は発揮することができません。 

そこで、染野製作所では耐震化を目的として全く新たな天井下地を開発し、商品化しました。 

この刷新された天井下地は、下地を X、Y とも同レベルで接合し、石膏ボードに直接止付けま

す。すでにこの段階で、天井下地と重たい石膏ボードの距離が近づき、“偏心”と呼ばれる力学

的な不合理性を発生させる根本的な原因を相当排除することができます。 

さらに、ブレースはボード面と躯体を直接緊結し、偏心による曲げ、ねじりといった複雑な挙動

を排除し、合理的に効率よく、耐震性能を向上させることにしました。 

これらを従来の従来の耐震天井と同様化、むしろ安いくらいのコストで市場に提供するために、

徹底的に構造合理性と施工性の向上を追求しました。 

使用する主な部品は４種類、部品点数は実に JIS 材耐震天井の半分とすることに成功しまし

た。 



 

 

ダントツの耐震性能 

ES 耐震天井の考え方による天井設計例を紹介します。 

吊長さ２．１m、天井を石膏ボード９．５㎜の２重張り（天井等の重量１５㎏/㎡程度）とすると、当

社 ES 天井下地のユニット試験結果より、終局耐力２７ｋN（n-3 最低値、水平力６．０G 相当）、

実用する許容耐力を線形範囲から求め１５ｋN×2/３＝１０ｋN（ブレース負担面積６６㎡相当）、



の非常に高い耐力、剛性を呈します。 

さらに染野製作所では、ブレース負担面積を３０㎡程度とすることで、子の天井の固有周期を

０．１秒以下に設定いたします。このことで、天井は告示第７７１号により“剛”な天井とみなされ、

立地や設置階、建物の固有周期にかかわらず要求水平震度を０．５G で設計できることになり

ます。 

様々な試験結果が、競合他社からも公表されておりますので、当該性能がいかに圧倒的でダ

ントツかを、ぜひ比べてみてください。 

 

 

 


